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第１章 はじめに                           
 

１．計画の背景 

国は、子どもの読書活動を「言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものに

し、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできないもの」と位置づけ、社会

全体が読書活動の普及、啓発、実践を推し進めていくことが重要として、平成13年12月に「子ど

もの読書活動の推進に関する法律」＊１（以下推進法）を定めました。 

翌年には、推進法第８条第１項の規定に基づき、全ての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所

で自主的に読書活動が行えるよう、環境整備を積極的に推進することを基本理念にした第1次基本

計画を定めました。 

これを受けて、北海道でも「北海道子どもの読書活動推進計画」＊2（第一次）を平成15年11月

に策定しました。 

伊達市では、国や北海道の子どもの読書活動への理念に基づき、平成28年度に「伊達市子ども

の読書活動推進計画」を策定し、伊達市の地域社会全体で子どもの読書活動を推進するための取

組を進めてきましたが、令和２年度で第１期計画の期間が終了することから、これまでの取組の

検証を踏まえ、新たに５年間の「第２期伊達市子どもの読書活動推進計画」（以下第２期計画）を

策定します。 

  

  



- 2 - 
 

伊達市子どもの読書活動推進計画のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

これまでの子どもの読書活動推進に関する動き 

・平成13年12月 「子どもの読書活動の推進に関する法律」公布・施行 

・平成14年８月 「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定  

・平成15年11月 「北海道子どもの読書活動推進計画」策定 

・平成20年３月 「第二次子ども読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

        「北海道子どもの読書活動推進計画（第二次）」策定 

・平成25年３月 「北海道子どもの読書活動推進計画（第三次）」策定 

・平成25年５月 「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

・平成28年３月 「伊達市子どもの読書活動推進計画」策定 

・平成30年３月 「北海道子どもの読書活動推進計画（第四次）」策定 

・平成30年４月 「第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」策定 

２．計画の期間 

 令和３年度から令和７年度までの５年間とし、必要に応じて計画の見直しを行います。 

３．計画の対象 

 ０歳からおおむね18歳までを対象とします。 

子供の読書活動の推進に関する基本的な計画 

北海道子どもの読書活動推進計画 

伊達市子どもの読書活動推進計画 

家 庭 

地 域 

学 校 

保育所 

幼稚園 

等 
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第２章 伊達市の子ども読書活動の取組状況と課題          
 

１．子どもの読書環境 

子どもを取り巻く読書環境に影響を与える可能性の要素の一つに近年の情報通信手段の普及が

あります。 

平成29年度⻘少年のインターネット利⽤環境実態調査＊３によると、スマートフォンの利⽤率

は、平成26年度に小学生17.1%、中学生41.9%、高校生90.7%に対し、平成29年度はそれぞれ、

29.9%、58.1%、95.9%と特に小学生の利⽤率が高くなってきていることがわかります。 

【表１：スマートフォン利⽤率の推移】 

項  目   小学生 中学生 高校生 

平成26年度 17.1％ 41.9％ 90.7％ 

平成29年度 29.9％ 58.1％ 95.9％ 

また、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）＊４等を利⽤したコミュニケーション手段の

多様化や、電子メディア（電子書籍等）を利⽤した読書の増加も見られています。（平成28年度⻘

少年のインターネット利⽤環境実態調査） 

 しかしながら、子どもの読書活動は、視覚ではなく言葉から得た情報を精査し、自分の考えを

まとめ、それを表現し他者に伝えるという能力を育むとともに、感性を磨き、人生をより豊かな

ものとするためにも重要なものであることから、第１期計画で掲げた取組とその課題をまとめ、

北海道子どもの読書活動推進計画（第四次）を踏まえ、「第７次伊達市総合計画（平成31年度から

令和10年度）」及び「伊達市教育振興基本計画（平成31年度から令和10年度）」との整合性を図り

ながら、第２期計画に生かす必要があります。 
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2．家庭・地域における子どもの読書活動の推進 

 家庭や地域＊５は、子どもが読書への興味や関心を持ち、子どもの読書活動を維持し続けるかと

いう点で重要な役割を担っています。特に、乳幼児期は言葉や感情を育む大事な時期であること

から、この時期に家庭や地域で読書に親しむ習慣が身に付くよう家庭での積極的な取組や地域の

効果的な事業の実施を進めていく必要があります。 

(1) 家庭における子どもの読書活動の支援 

・家庭での読み聞かせを行っている場合の読み聞かせ頻度として「毎日」とする回答が最も多く

前回調査では週１~２回が最も多かったことから、家庭での読み聞かせの定着が推測できま

す。（資料３：乳幼児を持つ家庭での子どもの読書活動状況調査結果参照） 

【グラフ１：家庭での読み聞かせ頻度の推移】 

 

・子どもが本に親しめるようなきっかけづくりやその後の成⻑に際して読書の習慣が身に付くよ

うマタニティ教室での乳児対象の読み聞かせ⽤絵本の紹介を行いました。 

・ボランティア団体との協働によるブックスタート事業＊６、ブックスタート・ステップ事業＊７

では、絵本の読み聞かせや年齢にあった図書の紹介（ブックリストの配布）とともに、絵本の

配布を行いました。 
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  これらの事業をきっかけに図書館を利⽤したり、子どもと読書を楽しんでいるなどの声があ

る一方で、ブックスタート・ステップ事業の参加率が低い状況にあることから、今後は、事業

の啓発をより一層行っていくための方法を検討する必要があります。 

 【表２：ブックスタート事業・ブックスタート・ステップ事業の配布数等推移】 

項  目 平成27年度 令和元年度 
ブックスタート 対象者 205人 158人 

配布数 173人 133人 
比率 84.4％ 84.2％ 

ブックスタート・
ステップ 

対象者 215人 172人 
配布数 106人 79％ 
比率 49.3％ 45.9％ 

 

(2) 地域における子どもの読書活動の支援 

 ① 図書館の取組 

・読み聞かせ会やおはなし会を実施しているボランティア団体と協議を進め、状況にあった

開催時間の変更を行いました。 

  ・小学校での外国語（英語）の教科化を視野に、英語絵本の充実を行いました。 

  ・子どもの授業環境と読書への興味を喚起できる分野の本のみならず、今後学習で求められ

るであろう学びの一助となる図書の購入に努めました。 

 ② 子育て支援センターの取組 

  ・図書コーナーを配置し、絵本や紙芝居のみならず、保護者が利⽤できる育児書も配置し

て、本に親しむ機会の創出に努めています。 

  ・本を身近に感じてほしいと絵本のＰＯＰ＊８を掲示し、貸出利⽤者の増に繋げています。 

  ・本に触れる機会の提供のため、絵本の読み聞かせを職員やボランティア、保護者などが子

どもの求めに応じて行ってるほか、図書館の団体貸出＊９のみならず、子育て支援センター

所蔵の図書の貸出も行っています。 
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 ③ 児童館の取組 

   ・図書室または図書コーナーを配置し、絵本や紙芝居、学習漫画や図鑑等、子どもの年齢

や興味・関心に対応できるよう様々な本を配置し、図書に親しむ機会の創出に努めてい

ます。 

   ・本に興味が持てるような配置やディスプレイに取り組んでいます。 

   ・子どもが興味を持っている図書を子ども自身に尋ねるなどして、より子どもに寄り添っ

た読書環境づくりに努めています。 

 

３．学校等における子どもの読書活動の推進 

 精神的にも⾁体的にも成⻑が著しい時期である乳幼児期や小学生期に、様々な分野の図書と出

会うことは、その後の人生においても影響を与えると考えられます。そのため、読書への興味・

関心を広げ、読書習慣を身に付けるとともに、確かな学力の基盤を形成する上で、学校等での読

書活動は、重要な役割を担っています。 

そこで、学校等においては、子どもの成⻑段階や興味・関心に応じた読書の楽しさを指導する

ともに、継続的な読書活動を推進する必要があります。 

(1) 学校における子どもの読書活動の支援 

 ・朝の読書活動などの一⻫読書を継続したほか、読み聞かせボランティアの協力のもと、子ど

もが本を身近に感じ、本の楽しみに触れる機会を提供しました。 

 ・調べ学習などで学校図書館の利⽤を促し、学校図書館の利⽤啓発とともに、図書への親しみ

を感じるよう努めました。 

・市立図書館の団体貸出や巡回文庫の利⽤を通して、学校図書館とは違う図書に触れ、子ども

たちが様々な図書への興味・関心を広げるきっかけを提供しました。 
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 ・児童会や生徒会、図書委員が、図書に親しむ活動を周知することで、自らも図書に関心をも

つことができました。 

・「学校だより」を利⽤し、図書ボランティア活動や読書への取組の様子を地域や保護者に知ら

せ、学校での読書活動への理解を深めることができました。 

 

「全国学力・学習状況調査」＊10によると授業以外での読書時間で、「２時間以上読書をする」

とした児童の割合は、1.5%減っていますが「30分以上１時間未満読書する」児童の割合は大きく

伸びるとともに、全く読書をしないという児童は、3.1%減っています。一方で、生徒では10分未

満か1時間以上2時間未満の読書以外はすべて減っており、特に全く読まないとした生徒数が当市

では3.6%増えています。 

 全国的に勉強や部活、趣味のため、読書時間、読書冊数ともに、学校段階・学年が上がるにつ

れて読まなくなる傾向があります。今後は、児童生徒が読書への興味・関心を持ち続け、読書意

欲を高めるよう、地域やボランティア等と連携を図りながら読書活動を推進していく必要があり

ます。 

【表３：授業以外での読書時間数（括弧内は、北海道の割合）】 

項  目 
平成26年度 平成30年度 

児童 生徒 児童 生徒 
2時間以上 8.2(8.2) ％ 9.0(7.9) ％ 6.7(7.7) ％ 5.8(6.6) ％ 
1時間以上2時間未満 8.9(10.5) ％ 7.9(9.6) ％ 12.6(11.3) ％ 8.7(9.5) ％ 
30分以上1時間未満 14.0(18.2) ％ 17.2(16.5) ％ 24.1(19.7) ％ 15.3(16.7) ％ 
10分以上30分未満 26.6(24.5) ％ 23.1(21.4) ％ 23.3(24.1) ％ 22.7(22.5) ％ 
10分未満 18.1(15.4) ％ 12.4(12.1) ％ 12.2(15.0) ％ 13.6(13.8) ％ 
全くしない 24.2(23.0) ％ 30.3(32.5) ％ 21.1(22.1) ％ 33.9(30.7) ％ 
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(2) 保育所（園）や幼稚園における子どもの読書活動の支援 

【表４：児童関連施設で所蔵している図書の冊数とその内訳】 

 
 

・図書コーナーを配置し、絵本や紙芝居、図鑑等、多岐にわたる子どもの年齢や興味・関心に

対応できるよう様々な本以外にも、育児書を配置し、保護者が図書に親しむ機会の創出にも

努めました。 

 ・年⻑児を対象に、朝の読書⼜は⼀⻫読書を⾏い、読書習慣を⾝に付けるための基礎作りの⼀

助としました。 

・読み聞かせやお話し会をほぼ毎日⾏うほか、ボランティアによる読み聞かせなどを取り入れ

るなどして、子どもが本を⾝近に感じ、親しむ機会づくりに力を入れました。 

・市立図書館の団体貸出を利用し、子どもが様々な図書への興味・関心を広げるきっかけを提

供しました。 

 

 

 



- 9 - 
 

４．市立図書館の整備・充実 

  ０歳から18歳までの年間利⽤者数を、平成26年度と平成30年度で比較すると18.2％の減に対

し、同時期の子どもの人口比では9.3％の減であることから、利⽤者の減少が著しいことがわか

ります。 

これは、第2章前段でも述べたとおり、ＳＮＳや電子メディアの利⽤による影響も考えられま

すが、今後は、より一層、子どもが居心地よく市立図書館を利⽤できる環境づくりを進めるた

め、求められていることの情報収集に努め、利⽤を促す周知を進めていくことが必要です。 

 【表５：子どもの利⽤者数と人口の推移】 

内 容 平成26年度(A) 平成30年度(B) 増減率(B)/(A) 

0~18歳利⽤者数 14,022人 11,612人 82.8% 

0~18歳人口（各年度末） 5,240人 4,751人 90.7% 

子どもの読書活動の推進のため、市立図書館を本と出会い読書を楽しむための中心的な施設

に位置づけ、子どもにとってよりよい読書環境づくりを推進していますが、一方で、利⽤者か

らは図書の並べ方、テーマに沿った図書コーナーやおすすめ本の紹介などを求める声のほか、

子ども連れでも楽しめる環境づくりが求められています。（資料３：乳幼児を持つ家庭での子ど

もの読書活動状況調査結果参照） 

(1) 図書資料、設備等の整備・充実 

・絵本コーナーや閲覧席の配置を見直し、図書を選びやすくするとともに、閲覧しやすいコ

ーナーづくりに努めました。 

・調べ学習等に対応できる図書資料等の充実に努めるとともに、新たに書架を配置し、学習

コーナーの充実に努めました。 

  ・児童書コーナーに館内案内図を掲示したほか、表紙を見せての展示、ＰＯＰを利⽤した図

書の紹介など、より一層、図書を手に取りやすい環境づくりに努めました。 
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(2) 機能の充実 

・三市で共有している図書館情報システムを利⽤した、三市図書館の蔵書検索・貸出・予

約・図書のリクエスト及び他公立図書館等との相互貸出事業の利⽤周知を図りました。 

【表６：三市相互貸借及び他公立図書館等相互貸出の推移】 

内 容 平成26年度(A) 平成30年度(B) 増減率(B)/(A) 

三市相互貸借 18,241冊 21,605冊 118.4% 

他公立図書館等相互貸出 651冊 557冊 85.6% 

合計 18,892冊 22,162冊 117.3％ 

・関係団体等への団体貸出や連携の強化に努めました。 

・読書に関するレファレンスサービスの充実に努めました。 

・市立図書館登録ボランティアの拡充に努めるとともに、協働による読書環境の整備を行い

ました。 

・高校生ボランティアの協力によるＰＯＰを活⽤した図書の紹介を行いました。 

  ・司書の研修や先進地視察への参加を促進しました。 

 

５．学校図書館の整備・充実 

学校は、子どもが学習する場であるとともに、豊かな心を育む場としても重要な役割を果たし

ています。そして、心の成⻑を手助けする読書活動は、言葉を学び、表現力を高め、想像力を豊

かにするにあたり欠くことができない貴重な活動であり、その場として学校図書館の整備・充実

に努める必要があります。 

学校図書館の図書資料は、文部科学省が定める「学校図書館図書標準」冊数を基準として、整

備を進めており、８割の学校において図書のデータベース化を進めているほか、市司書教諭等の

研修参加も進め、読書活動への理解を学校全体で共有する取組を進めています。 
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一方で、学校図書館の図書のうち、色あせや出版年の古い図書等子どもが手に取りにくい図書

が存在していて、平成30年度に大滝小中学校が義務教育学校へ移行することに伴い、学校図書の

整理を市立図書館と連携し行いました。 

今後は、学校の統配合を踏まえた上で、図書資料の更新や子どもが読書活動により一層、興

味・関心を持ち、利⽤できる読書環境の整備に努める必要があります。 

 

６．市立図書館・学校等における普及・啓発 

子どもの読書活動を推進するためには、社会全体でその意義や重要性を理解し関心を深めるこ

とが大切です。 

そこで、市立図書館、学校等のほか、関係機関やボランティア団体等と連携協力し、事業を通

して子どもの読書活動を普及・啓発する活動を進めてきました。 

・「こどもの読書週間」＊11に実施する「春の子ども読書まつり」を、令和元年度から「春の読

書週間」とし、より図書に親しめるよう「本の森」などの新規事業を始め、気軽に図書に触

れ合える機会を増やすよう努めました。 

・令和元年度に、小学生から高校生までを対象に、お勧めしたい図書の紹介カードを作っても

らう「みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト」を実施し好評を得たことから、令和２年度以

降も行い、入賞した作品を市立図書館本館内で該当図書とともに展示することで、図書の身

近さや新しい分野への興味を誘う機会を提供しました。 

・平成27年２月に開設された市の子ども向けホームページ「キッズページ」内に、毎月おすす

め本や新着図書の紹介を行い、読書への興味・関心を深める情報提供に努めました。 
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平成30年度以降はホームページの構成が一部変更したことなどから閲覧数は減っています

が、一定数の閲覧があることから、今後もキッズページの情報提供の強化に努める必要があ

ります。 

【表７ ：キッズページ閲覧数の推移】 

 
 

 ・市立図書館での配布物のうち、毎月配布している「新着図書案内」は、表紙をカラーにして

手に取りやすくし、内容についても文字を大きくするなどして、より見やすい紙面づくりへ

と刷新しました。 

 ・休館案内や市立図書館主催事業の周知は、市内小学校をはじめ公共施設等へのポスター掲示

やチラシの配置を依頼しました。 

・館内に新たに掲示場所を確保し、ボランティア団体等が行う事業の周知を適切なタイミング

で行うよう心掛けました。 

  

ページタイトル H27 H28 H29 H30 H31(R01)

図書館へ行こう【トップ】 784 659 751 415 406

図書館へ行こう！ 292 224 214 403 263

9月のおすすめの本 382 441 380 470 261

9月の新しい本 696 608 529 645 332

調べ（しらべ）もののお手伝い（おてつだい）※H30.7.3公開 0 0 0 52 30

読書（どくしょ）通帳（つうちょう）のおしらせ ※H28.11.11公開 0 143 243 232 111
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第３章 子どもの読書活動の推進のための方策              
 

１．第２期計画の構成 

 この計画は、子どもの読書活動の現況や課題を踏まえ、次の３つの基本目標と６つの推進方策

で構成します。 

基本目標 推進方策 

１ 家庭・地域・学校等における子どもの読 
書活動の推進 

①家庭における子どもの読書活動の推進 
②地域における子どもの読書活動の推進 
③学校等における子どもの読書活動の推進 

２ 子どもの読書活動を推進するための読書 
環境の整備 

①市立図書館の整備・充実 
②学校図書館の整備・充実 

３ 子どもの読書活動への理解と関心の普及 ①広報事業の推進 

 

基本目標１ 家庭・地域・学校等における子どもの読書活動の推進 

 子どもの自主的な読書活動を推進するため、家庭・地域・学校等がそれぞれの役割を明確にす

るとともに、市立図書館や学校等の関係機関や読書活動等を行っているボランティアと協力連携

しながら、子どもの成⻑段階に応じた取組を進めます。 

推進方策１ 家庭における子どもの読書活動の推進 

保護者とのふれあいの中で読み聞かせをしたり、一緒に本を読んだりなどして子どもが本に親

しむことができるよう、家庭における読書習慣の形成を支援します。 

活動内容 実施主体 
妊娠期のマタニティ教室で乳児の読み聞かせ⽤の本の紹介 市立図書館・健康推進課 
ボランティア団体との協働によるブックスタート事業の充実 市立図書館・子育て支援

課・健康推進課 
ボランティア団体との協働によるブックスタート・ステップ事業の充
実 

市立図書館 

家庭での選書の参考にできる「おすすめブックリスト」の作成・配布 市立図書館 

 



- 14 - 
 

推進方策２ 地域における子どもの読書活動の推進 

地域では、読書の楽しさを子どもに伝える有効な取組を進めます。また、施設職員やボランテ

ィアによる読み聞かせ等を通じて、本への興味を促すよう努めます。 

活動内容 実施主体 
子どもの成⻑段階に応じた絵本等の充実 市立図書館 
ボランティア団体による読み聞かせ会やお話し会の周知の充実 市立図書館 
読書量の増加と読書への意欲を引き出すため、「読書ノート」＊12を配付 市立図書館 
ボランティア団体等に対する活動場所及び読書に関する情報提供の充実 市立図書館 
子ども一日司書や職業体験の受入れ 市立図書館 
本に親しむことの重要性を啓発するため、ボランティアによる絵本の読
み聞かせや絵本の紹介 

子育て支援センター 

市立図書館から団体貸出を受けた絵本や所有する絵本を有効活⽤し、本
に触れる機会を提供するため、利⽤者への貸出を実施 

子育て支援センター 

市立図書館から紙芝居等を借り、読み聞かせ会を開催 子育て支援センター・
児童館 

小学校図書ボランティアによる読み聞かせ会の実施継続 子育て支援センター・
児童館 

 

推進方策３ 学校等における子どもの読書活動の推進 

学校では、子どもの成⻑段階に応じた読書の楽しさを得る機会の提供や読書習慣の確立に努

め、幼稚園や保育所（園）では様々なジャンルの絵本や物語に親しむことができるよう、継続的

な読書活動を推進します。 

① 学校における子どもの読書活動の推進 

活動内容 実施主体 
朝の読書などの一⻫読書の継続 学校 
読み聞かせなどの読書意欲を促進する取組の充実 学校 
学校図書館等を活⽤した学習・読書指導の充実 学校 
児童生徒による図書委員会等の自主的な活動の推進 学校 
保護者や図書ボランティアとの連携による読書活動の推進 学校 
市立図書館からの図書の団体貸出等を利⽤した読書活動の推進 学校 
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② 幼稚園や保育所（園）における子どもの読書活動の推進 

活動内容 実施主体 
本に親しむため、読み聞かせなどの活動の充実 幼稚園や保育所（園） 
幼児期の成⻑段階に応じた絵本・紙芝居等の整備促進 幼稚園や保育所（園） 
市立図書館の団体貸出の積極的な活⽤ 幼稚園や保育所（園） 

 

基本目標２ 子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備 

 一人ひとりの子どもが置かれた環境はそれぞれですが、すべての子どもが自由に読書を楽しめ

る環境づくりをすることは、社会全体で推し進めていくことが重要です。そこで、市立図書館は

もとより学校図書館（図書コーナーを含む）の図書資料や施設・設備も充実させ、相互に連携を

図り、子どもが身近なところで読書できる環境の整備を推進します。 

 

推進方策１ 市立図書館の整備・充実 

 子どもの成⻑段階や興味・関心に対応できる図書を選ぶことを心掛けるとともに、それらの図

書や資料を充実させ、図書等を手に取りやすい環境づくりを進めます。また、親子が読み聞かせ

を行うことができる環境づくりや、中高生に向けた図書コーナーの充実に努めます。 

① 図書資料・設備等の整備充実 

活動内容 実施主体 
絵本・紙芝居コーナーの充実 市立図書館 
児童図書のうち、世代を問わず読み継がれていたり、時代に応じて求め
られる図書等の充実 

市立図書館 

調べ学習等に対応できる図書や郷土資料の充実 市立図書館 
中高生が興味・関心を持てる図書コーナーの整備 市立図書館 
障がいのある子どもに適した図書資料等の充実 市立図書館 
子どもが本を紹介できる機会やコーナーの提供 市立図書館 
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② 機能の充実 

活動内容 実施主体 
室蘭市・登別市との三市の図書館ネットワークを活⽤した図書の予約貸
出等の利⽤促進 

市立図書館 

道立図書館を含む公立図書館等との相互貸借による図書貸出サービスの
充実 

市立図書館 

子育て支援センター・保育所（園）・幼稚園・学校への団体貸出の充実 市立図書館 
読書に関するレファレンス＊13サービスの充実 市立図書館 
学校等を含む関係機関との連携の強化 市立図書館 
障がいのある子どもが利⽤しやすい読書環境の整備 市立図書館 
市立図書館登録ボランティアとの協働による読書環境の整備 市立図書館 
子どもの読書活動推進のため、司書の研修への参加促進 市立図書館 

 

推進方策２ 学校図書館の整備・充実 

 学校図書館は、子どもが自発的・主体的に学習活動を行う場であるとともに日常的な読書活動

を通して豊かな心を育む場として重要な役割を果たしていることから、学習・情報センター＊14や

読書センター＊15としての機能を発揮できるよう、図書資料の整備・充実に努めます。 

① 学校図書館の図書資料・設備等の整備 

活動内容 実施主体 
学校図書館及び図書資料の計画的な整備 学校 
学校図書館資料のデータベース化による検索機能の充実 学校 

 

② 学校図書館の活⽤促進のための体制整備 

活動内容 実施主体 
市立図書館と連携した活動の促進 学校 
図書ボランティア等との連携の促進 学校 
司書教諭等の研修参加促進 学校 

 

 



- 17 - 
 

基本目標３ 子どもの読書活動への理解と関心の普及 

 子どもの読書活動を社会全体で推進するためには、その意義や重要性について広く市⺠の理解

や関心を深めることが大切です。そこで、大人を含めて読書活動に対する理解・関心を高められ

るよう市立図書館が中心となり、学校等、関係機関及びボランティア団体等との連携協力による

普及啓発活動を促進します。 

推進方策１ 広報事業の推進 

 子どもの読書の大切さを伝えるため、市立図書館、学校等や関係機関及びボランティア団体そ

れぞれが実施する事業の情報を互いに提供・収集しあい、読書活動の普及・啓発活動に役立てま

す。また、子どもの発達段階に応じた要求に応えられるよう図書資料の情報を収集し、適切な方

法で情報を提供します。 

① 「子どもの読書の日」＊16や「子どもの読書週間」を生かした読書活動の啓発 

活動内容 実施主体 
４月23日の「子どもの読書の日」、11月３日の「文化の日」を中心にし
た２週間の「読書週間」をそれぞれ、「春の読書週間」、「秋の読書週
間」として、子どもが図書に触れる機会づくりや読書活動を深めるため
の事業を実施 

市立図書館・学校・幼
稚園・保育所（園）・
ボランティア団体等 

② 図書資料の情報収集と提供 

活動内容 実施主体 
⻘少年の課題図書等優良図書＊17の家庭・地域・学校への情報提供 市立図書館・学校 

③ 対象に合わせた適切なタイミングでの図書や事業の情報提供 

活動内容 実施主体 
市広報紙、市ホームページ、市フェイスブックの特性を生かし、これら
の情報媒体を閲覧する対象と提供する情報の種類に応じて活⽤媒体を使
い分けるなど、適時適切な情報発信を実施 

市立図書館 

市立図書館、学校等及びボランティア団体等が実施する事業等の情報提
供と情報収集の充実 

市立図書館・学校・幼
稚園・保育所（園）・
ボランティア団体等 
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用語解説 
 本文に出てくる言葉のうち、難解なものには初出時に＊をつけています。 

 

＊１「子どもの読書活動の推進に関する法律」 

  平成13年12月に施行された法律で、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる場所において

自主的に読書活動を行うことができるよう、そのための環境整備の推進を求める法律です。  

＊２「北海道子どもの読書活動推進計画」 

  「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、北海道の全ての子どもがあらゆる機会と

あらゆる場所において、自主的に読書活動を行うことができるようにと、平成15年11月に第一次

計画が策定され、平成30年度から５年間の計画期間として第四次計画まで策定されています。 

＊3「⻘少年のインターネット利用環境実態調査」 

  平成21年４月１⽇から施行された「⻘少年が安全に安⼼してインターネットを利用できる環境

の整備等に関する法律」に基づき、⻘少年が安全に安⼼してインターネットを利用できる環境の

整備を推進するため、平成21年度から⻘少年とその保護者を対象に⻘少年のインターネット利用

環境整備に関する基礎データを得ることを目的に内閣府が実施している調査です。 

＊４「ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）」 

  WEB上で社会的（ソーシャル）ネットワークを構築可能にするサービスで、フェイスブックや

ツイッター、ラインなど、登録した利用者同士がインターネットを介して繋がることができるＷ

ＥＢサービスの一つです。 

＊５「地域」 

  本計画では、学校等以外の子どもの読書活動に関わる全ての施設（市立図書館、子育て支援セ

ンター及び児童館など）を「地域」と称します。 
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＊６「ブックスタート事業」 

  赤ちゃんと保護者に対して読み聞かせのアドバイスを伝えながら、絵本をプレゼントすること

で、家庭において絵本を通じて親子のふれあいの時間をもてるよう支援する事業です。 

  本市は、健康推進課主催の「乳幼児健康栄養相談」時に、１歳児を対象にして実施しています。 

＊７「ブックスタート・ステップ事業」 

  ２歳児を対象に、家庭での読書環境の充実及び市立図書館の利用促進のため、市立図書館本館

内において絵本のプレゼントと絵本リストによる情報提供を実施する事業です。 

＊８「ＰＯＰ」 

  店頭で掲示したり、商品に付けたりする広告手段の一つで、市立図書館では図書のおすすめを

するために活用しています。 

＊９「団体貸出」 

  市立図書館が学校等、団体を対象に、図書資料の貸出しを実施します。本市は、１ヶ月間を期

限とした⻑期貸出しを行っています。 

＊１０「全国学力・学習状況調査」 

  全国的な義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、各地域における児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析することで、教育施策の成果と課題を検証し、改善を図るためのもの

で、国が平成19年度から実施し、小学校６年児童及び中学校３年生徒が対象となっています。 

＊１１「こどもの読書週間」 

  ４月23⽇から５月12⽇までで、「幼少の頃より書物に親しみ、読書の喜びを身に付けてほしい」

という趣旨のもと、昭和34年に社団法人読書推進運動協議会が定めたものです。 

＊１２「読書ノート」 

  読書意欲が高められるよう、読んだ本や感想を記録する読書実績ノートのことです。 
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＊１３「レファレンスサービス」 

  図書館などで、利用者の問い合わせに応じ、図書の紹介や検索などをして、調べものの援助を

する業務のことです。 

＊１４「学習・情報センター」 

  児童（生徒）の自主的・主体的な学びを支援する学校図書館の役割の一つです。（文部科学省

「学習指導要領解説総則編」より） 

＊１５「読書センター」 

  児童（生徒）が読書活動を展開し、豊かな⼼と感性を育む学校図書館の役割の一つです。（文

部科学省「学習指導要領解説総則編」より） 

＊１６「子どもの読書の⽇」 

  ４月23⽇。国⺠の間に広く子どもの読書活動についての関⼼と理解を高めるとともに、子ども

が積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、「子どもの読書活動の推進に関する法律」（平成13

年）によって制定されたものです。第10条において、「国及び地方公共団体は、子ども読書の⽇

の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなければならない」とされています。 

＊１７「優良図書」 

  公益財団法人北海道⻘少年育成協会が、昭和45年度から⻘少年が強く美しい⼼を持ち、健やか

に成⻑することを願い、北海道学校図書館協会、北海道読書推進運動協議会に協力を依頼し、年

齢別に「北海道⻘少年のための200冊」として選定されている図書です。 
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                                     資料１ 

 

子どもの読書活動の推進に関する法律（平成十三年十二月十二日法律第百五十四号） 

 

（目的） 

第一条 この法律は、子どもの読書活動の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共 

団体の責務等を明らかにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する必要な事項を定める 

ことにより、子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって子ど 

もの健やかな成長に資することを目的とする。 

 

（基本理念） 

第二条 子ども（おおむね十八歳以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子どもが、言葉 

を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身 

に付けていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ、すべての子どもがあらゆる 

機会とあらゆる場所において自主的に読書活動を行うことができるよう、積極的にそのための 

環境の整備が推進されなければならない。 

 

（国の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（以下「基本理念」という。）にのっとり、子どもの読書活動の 

推進に関する施策を総合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第四条 地方公共団体は、基本理念にのっとり、国との連携を図りつつ、その地域の実情を踏ま 

え、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（事業者の努力） 

第五条 事業者は、その事業活動を行うに当たっては、基本理念にのっとり、子どもの読書活動 

 が推進されるよう、子どもの健やかな成長に資する書籍等の提供に努めるものとする。 

 

（保護者の役割） 

第六条 父母その他の保護者は、子どもの読書活動の機会の充実及び読書活動の習慣化に積極的 

な役割を果たすものとする。 

 

（関係機関等との連携強化） 

第七条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策が円滑に実施されるよう、 

学校、図書館その他の関係機関及び民間団体との連携の強化その他必要な体制の整備に努める 

ものとする。 
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（子ども読書活動推進基本計画） 

第八条 政府は、子どもの読書活動の推進に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、 

子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（以下「子ども読書活動推進基本計画」という。） 

を策定しなければならない。 

２ 政府は、子ども読書活動推進基本計画を策定したときは、遅滞なく、これを国会に報告すると 

ともに、公表しなければならない。 

３ 前項の規定は、子ども読書活動推進基本計画の変更について準用する。 

 

（都道府県子ども読書活動推進計画等） 

第九条 都道府県は、子ども読書活動推進基本計画を基本とするとともに、当該都道府県におけ 

る子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該都道府県における子どもの読書活動の推進 

に関する施策についての計画（以下「都道府県子ども読書活動推進計画」という。）を策定す 

るよう努めなければならない。 

２ 市町村は、子ども読書活動推進基本計画（都道府県子ども読書活動推進計画が策定されてい 

るときは、子ども読書活動推進基本計画及び都道府県子ども読書活動推進計画）を基本とする 

とともに、当該市町村における子どもの読書活動の推進の状況等を踏まえ、当該市町村におけ 

る子どもの読書活動の推進に関する施策についての計画（以下「市町村子ども読書活動推進計 

画」という。）を策定するよう努めなければならない。 

３ 都道府県又は市町村は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計 

 画を策定したときは、これを公表しなければならない。 

４ 前項の規定は、都道府県子ども読書活動推進計画又は市町村子ども読書活動推進計画の変更 

について準用する。 

 

（子ども読書の日） 

第十条 国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積 

 極的に読書活動を行う意欲を高めるため、子ども読書の日を設ける。 

２ 子ども読書の日は、四月二十三日とする。 

３ 国及び地方公共団体は、子ども読書の日の趣旨にふさわしい事業を実施するよう努めなけれ 

ばならない。 

 

（財政上の措置等） 

第十一条 国及び地方公共団体は、子どもの読書活動の推進に関する施策を実施するため必要な 

 財政上の措置その他の措置を講ずるよう努めるものとする。 

 

附 則 

この法律は、公布の日から施行する。 



資料２
児童関連施設での子どもの読書活動状況調査結果

調査目的：

調査時期： 令和２年７月３日～17日

調査対象： 伊達市内認可保育所(園)・幼稚園等児童関連施設16か所（回収率100％）

【施設区分別アンケート回収数】

配布数 回収数 回収率

1 認可保育所（園） 8 8 100%

2 幼稚園 2 2 100%

3 3 3 100%

4 児童館 3 3 100%

16 16 100%

調査結果： 以下のとおり

問１　図書室・図書コーナーを設置していますか

　全ての施設で、図書室か図書コーナーを設置していました。

施設数 比率

1 している 16 100%

2 していない 0 0%

16 100%

「設置している」場合、図書室か図書コーナーのどちらを設置しているか。

施設数 比率

1 図書室 2 12.5%

2 図書コーナー 14 87.5%

16 100%

子育て支援センター

区　　分

合 計

　そのうち約９割の施設が図書コーナーを設置し、図書室として設置しているのは２施設でし
た。

合 計

合 計

第２期「伊達市子どもの読書活動推進計画」策定にあたり、本市の乳幼児と
関係する施設の子どもの読書に関す状況等について、把握する必要があるた
め。

※小数点第２位を四捨五入して算出しているので、回答比率を合計しても
100％にならないことがあります

区　　分

区　　分

図書室

12.5%

図書コーナー

87.5%
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問２　蔵書数は何冊ですか

単位：冊

その他

育児書 布絵本

1 保育所（園） 5,207 2,706 0 226 1,142 1,139 3 9,281

１施設平均書籍数 651 338 0 28 143 142 0 1,160

2 幼稚園 553 141 0 100 2,010 2,010 0 2,804

１施設平均書籍数 277 71 0 50 1,005 1,005 0 1,402

3 子育て支援センター 813 51 0 5 142 83 59 1,011

１施設平均書籍数 271 17 0 2 47 28 20 337

4 児童館 754 62 63 142 34 32 2 1,055

１施設平均書籍数 251 21 21 47 11 11 1 352

7,327 2,960 63 473 3,328 3,264 64 14,151

１施設平均書籍数 458 185 4 30 208 204 4 884

問３　図書室・図書コーナーは児童全員が自由に利用できますか

全ての施設で児童が自由に図書を選択できるようになっています。

施設数 比率

1 利用できる 16 100%

2 利用できない 0 0%

16 100%

　施設の区分や広さ、子どもの人数などで規模は異なりますが、認可保育所（園）では１施設平
均で1,160冊の図書があり、その内最も多いのは絵本の651冊で、ついで紙芝居の338冊です。
　幼稚園では、１施設平均で1,402冊所蔵していて、最も多く所蔵しているのは育児書、次いで絵
本でした。
　子育て支援センターや児童館は、１施設平均約350冊前後を所蔵していて、最も多いのが絵本で
した。
　また、学習漫画を所蔵しているのは児童館のみ、布絵本を多く所蔵しているのが子育て支援セ
ンターと、それぞれの施設を利用する子どもの年齢に合わせた図書を所蔵しているのが明らかに
なりました。

8

2

3

3

箇
所
数

絵本 紙芝居
学習
マンガ

図鑑 合計

合 計

合 計

区　　分

区　　分

16

5,207

553 813 754

2,706

141
51 62

63
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100
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83 32
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図鑑 育児書 布絵本
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問４　年長児童を対象に「朝の読書」または「一斉読書」に取り組んでいますか

施設数 比率

1 している 7 43.8%

2 していない 9 56.3%

16 100%

「している」場合の実施回数

施設数 比 率

1 毎日 6 85.7%

2 週に3回 1 14.3%

3 月に何回か 0 0%

4 その他 0 0%

7 100%

問５　「読み聞かせ」や「おはなし会」を実施していますか

施設数 比率

1 している 13 81.3%

2 していない 3 18.8%

16 100%

「している」場合の実施回数（複数回答可）

施設数 比 率

1 毎日 8 61.5%

2 週に何回か 0 0%

3 月に何回か 0 0%

4 その他 3 23.1%

- 無回答 2 15.4%

13 100%

【その他の主な回答】

◆子どもが読みたい時に随時、職員や保護者が読み聞かせている

◆年1回クリスマスお楽しみ会

合 計

　「している」施設が13施設、「していない」施設が３施設でした。
　「している」施設の約６割が毎日「読み聞かせ」や「おはなし会」を行っています。
　また、読み聞かせを行っている場面として、職員が集まった子ども達に対して一斉に行ってい
るようです。

　「している」施設は７施設で、「していない」施設の９施設を下回ってます。なお、「してい
ない」施設には子育て支援センターと児童館の６施設が含まれています。
　また、「している」施設では、約９割の施設で、毎日行っていることがわかりました。。

合 計

合 計

区　　分

区　　分

区分

区　　分

合 計

毎日

6施設

週に3回

1施設

している

13施設

していない

3施設

毎日

8施設

その他

3施設

無回答

2施設
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誰がしていますか（複数回答可）

施設数 比 率

1 職員 10 66.7%

2 ボランティア 1 6.7%

3 保護者 1 6.7%

4 その他 1 6.7%

- 無回答 2 13.3%

15 100%

【その他の回答】

◆クリスマス会参加児童

実施方法（複数回答可）

施設数 比 率

1 集まって一斉に 10 66.7%

2 子ども個別に 3 20.0%

3 その他 0 0%

- 無回答 2 13.3%

15 100%

問６　図書館のサービスや事業等で、これまで活用したことがあるもの（複数回答可）

施設数 比率

団体貸出し 6 28.6%

その他 1 4.8%

無回答 7 33.3%

21 100%

【その他の回答】

◆個人で絵本等を借り、保育に活用している

合 計

おはなし会・絵本の読み聞
かせ会への参加

図書の室内配置の仕方や本
の修理等の相談

4 19.0%

4.8%

2 9.5%

1

　無回答を除いて最も多かったのが「団体貸出」で、次いで「選書のための情報提供や相談」に
活用してもらっているようです。

合 計

選書のための情報提供や相
談

区分

区　　分

区　　分

合 計

10

1 1 1
2

0

2

4

6

8

10

12

10

3

0

2

0

2

4

6

8

10

12

6

1

2

4

1

7

0

2

4

6

8

団
体
貸
出
し

お
は
な
し
会
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

会
へ
の
参
加

図
書
の
室
内
配
置
の
仕
方
や
本
の
修

理
等
の
相
談

選
書
の
た
め
の
情
報
提
供
や
相
談

そ
の
他

無
回
答

27



問７　「子どもの読書推進」のため、貴施設で、現在独自に取り組んでいる事例や今後取り組

　もうと考えている試みなど（自由記載）

◆本に興味が持てるように、本の配置やディスプレイを工夫している

◆自由に本に触れる機会を多く持てるようにしている

◆コープさっぽろの「えほんわくわくキャラバン」を利用している

◆子ども達が今どんな本に興味を持っているのか直接聞いている

◆読み聞かせ団体や近所の方などによる読み聞かせに参加している

◆月に一度「絵本の日」を設け、パネルシアターや絵本の読み聞かせを行っている

◆児童書やマンガ等の増書を検討中

◆絵本を身近に感じてほしく、4月以降絵本のポップ作成を行った

◆施設として、絵本の貸出を行っている

◆施設独自のキャラクターを作り、子ども達に「絵本を大切に扱う」「おすすめ絵本」の紹介

　をしている

◆子ども達が絵本を手に取るきっかけづくりとして、絵本を読んだらスタンプを押すカードを配

　布している

◆外遊びができない時期は、絨毯を敷くなどした「絵本ルーム」を設けて、絵本に親しめるよ

　うにしている

◆担当が大型絵本の読み聞かせをしている

◆本の修理に独自で取り組み、できる限り整った本に触れてもらえるようにしている

問８　子どもの読書環境を整備・充実していくため、図書館への要望・意見・提言等(自由

　記載)

◆移動図書館（車）があると、年長児など手に取って読む機会が増える

◆出張読み聞かせ会があると良い

◆巡回図書の様に、おすすめの本などを保育所毎に貸し出してもらえると、本を手に取る機会

　が増えると思う

◆定期的に施設に巡回してもらえるとうれしい

◆施設利用者から、子どもがうるさくしてしまうので図書館に行けないという声が多いので、

　例えば、市立図書館２階を絵本専門コーナーにして子どもとその保護者が利用しやすい場所

　があればよい（読書週間期間の「本の森」がとても良かったと聞いた）

◆白鳥館（有珠コミセン）で、独自に絵本を提供しているようなので、貸出や返却など図書館

　と連携できるとさらに、便利になるのではないか

◆古くなった本を頂くことが多いので、絵本の整理がなかなか出来ていない。子ども達が手に

　取りやすくする本の整理の仕方やディスプレイのアドバイスがほしい

◆いずれ、図書室を設置したいと思っているので、幼児がリラックスしてゆっくり本を手にと

　る環境を教えてほしい

◆子ども達の興味をひく本も多く、和やかな雰囲気の図書館に感謝することが多い

28



資料３
乳幼児を持つ家庭での子どもの読書活動状況調査結果

調査目的：

調査時期：

調査対象：

調査結果： 以下のとおり

問１お子さんの年齢はおいくつですか？（複数名可）

区　　分 人数 比率

1 0歳 52 8.1%

2 1歳 85 13.2%

3 2歳 103 16.0%

4 3歳 120 18.7%

5 4歳 143 22.2%

6 5歳 131 20.4%

7 6歳 9 1.4%

643 100%

問２ご家庭でお子さんに読み聞かせをしていますか？

区　　分 人数 比率

① 毎日している 179 28.3%

② 週３～４回 106 16.7%

③ 週１～２回 162 25.6%

④ 月１～２回 114 18.0%

⑤ 全くしていない 72 11.4%

633 100%

合 計

合 計

第２期「伊達市子どもの読書活動推進計画」策定にあたり、本市
の乳幼児を持つ保護者の子どもの読書に関する意識の現状につい
て、把握する必要があるため。

　「家庭での読み聞かせを行っている」とした回答は、全体の88.6%でした。「行っている」と答
えた方を対象にした「家庭での読み聞かせ頻度」への問いに対して、一番多いのは「毎日」、僅
差で「週１～２回」、次に「月１～２回」でした。
　前回アンケート（平成27年7月調査）では、「月１～２回」が一番多かったことから、読み聞か
せの家庭での定着が推測できます。

伊達市内保育所(園)・幼稚園・子育て支援センターに通う乳幼児(0～6歳)
を持つ保護者及びブックスタートステップ事業対象幼児(２歳児)を持つ保
護者延べ937人(回収数633名、回収率67.56％)

令和２年７月３日～21日

※小数点第２位を四捨五入して算出しているので、回答比率を合計しても
100％にならないことがあります
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問３

区　　分 人数 比率

1 0～6ケ月 312 54.0%

2 7ケ月～1歳未満 87 15.1%

3 1歳～1歳6ケ月 138 23.9%

4 1歳7ケ月～2歳未満 2 0.3%

5 2歳～3歳未満 10 1.7%

6 3歳～4歳未満 3 0.5%

7 4歳以上 0 0%

8 不明・無回答 26 4.5%

578 100%

問４

一番多いのは母（54.3％）で、次いで父、祖父母、兄姉の順になっています。

区　　分 人数 比率

1 母 538 54.3%

2 父 306 30.9%

3 祖父母 79 8.0%

4 兄や姉 63 6.4%

5 その他 5 0.5%

991 100%

【その他の回答】

◆保育所（園）や幼稚園の先生

◆叔母

◆ケータイアプリ

問２で①・②・③・④と答えた方（⑤読み聞かせを全くしていないと答えた方以外）にお聞き
します。主に読み聞かせをされるのはどなたですか？（複数回答可）

合 計

合 計

　問２で①・②・③・④と答えた方（⑤読み聞かせを全くしていないと答えた方以外）にお聞
きします。あなたやご家族がお子さんに初めて読み聞かせをしたのはいつ頃ですか？（複数回
答あり）

　５割以上の方が０～６ケ月で最も多くを占め、次いで「１歳～１歳６ケ月」が約２割を占めま
す。生後の早い時期から読み聞かせをしていることがわかります。
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問５

区　　分 人数 比率

1 元々家庭にあった 386 31.3%

2 書店や通販等で購入 407 33.0%

3 友人や親戚からもらう 251 20.4%

4 図書館から借りる 148 12.0%

5 その他 40 3.2%

1,232 100%

【その他の主な回答】

◆ブックスタート事業でもらった本

◆子育て支援センターで借りた本

◆習い事などでもらう本・教材

◆病院の待ち時間に病院にある本

◆幼稚園や保育所（園）で借りた本・もらった本・買った本

問６

区　　分 人数 比率

1 親子のスキンシップになる 456 36.2%

2 心が豊かになる 280 22.2%

3 絵本を読んであげるのが好き 109 8.6%

4 知育の一つの方法として 347 27.5%

5 その他 69 5.5%

1,261 100%

【その他の主な回答】

◆子どもが喜ぶ・興味を持っている・読んで欲しがる

◆読み聞かせが育児に良いといわれているから

◆寝る前のルーティン・きっかけづくりとして

◆言葉を早くおぼえると思ったから

◆遊びの一環

◆上の子に読んであげるときに合わせて

◆子どもにも本が好きになってほしい・読み聞かせに良いイメージがあるから

合      計

　「書店や通販等で購入」が最も多く、僅差で「元々家庭にあった本」でした。「図書館から借
りる」は１割程度と少ない状況です。
　元々家にあった本の中には、ブックスタート事業で配布した本も含まれているとの回答もあり
ました。

合 計

問２で①・②・③・④と答えた方（⑤読み聞かせを全くしていないと答えた方以外）にお聞き
します。読み聞かせに使用する絵本はどのように用意していますか？（複数回答可）

問２で①・②・③・④と答えた方（⑤読み聞かせを全くしていないと答えた方以外）にお聞き
します。あなたやご家族がお子さんに読み聞かせをした理由やきっかけは何ですか？（複数回
答可）

　「親子のスキンシップになるから」と回答された方が最も多く３割を超え、「知育のひとつの
方法として」読み聞かせを行っているとした回答が続きます。
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問７

区　　分 人数 比率

1 まだ早いと思った 6 6.3%

2 忙しくて読む時間がない 37 38.9%

3
どんな絵本を読んであげ
たらよいのかわからない

5 5.3%

4 子どもがすぐにあきてしまう 25 26.3%

5 その他 22 23.2%

95 100%

【その他の主な回答】

◆自分で本を読んでいる・自分で読むのが楽しい

◆兄や姉が読んであげている

◆読んでと言われなくなってしまいそのまま

◆家にあまり絵本がない

◆もう少し大きくなってから

◆テレビに興味をもってしまう

問８図書館が実施するおはなし会や絵本の読み聞かせ会に参加したことがありますか？

区　　分 人数 比率

1 ある 191 30.2%

2 ない 441 69.7%

3 無回答 1 0.2%

633 100.00%

「ある」場合のイベント（複数回答可）

区　　分 人数 比率

おはなし会 38 16.7%

読み聞かせ会 143 63.0%

子ども映画会 39 17.2%

その他 7 3.1%

合 計 227 100%

【その他の主な回答】

◆行事イベント

◆クリスマス会

合 計

合 計

問２で⑤（読み聞かせを全くしていない）と答えた方にお聞きします。あなたが読み聞かせを
していない理由は何ですか？（複数回答可）

　「忙しくて読む時間」がないが最も多く約４割を占めています。時間に余裕がない実情がうか
がわれます。

　「ある」は30.2%で、まだまだ参加者は少ない状況です。
　前回アンケート（平成27年7月調査）で「ある」と答えた方が24.56％だったことから、わずか
ではありますが、参加される方が増えていることがうかがえます。
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問９

区　　分 人数 比率

1
ブックスタート事業
等の内容の充実

368 31.8%

2 図書館の絵本の充実 190 16.4%

3
年齢に応じた絵本選
びのアドバイス

353 30.5%

4 読み聞かせ会等の開催 186 16.1%

5 その他 59 5.1%

1,156 100%

【その他の主な回答】

図書館の利用方法

◆ネット予約すれば窓口で本を用意しておいてくれる

◆（貸出し）宅配サービス、ネットで注文

◆図書館検索をしやすくしてほしい。Ｗｅｂでの所蔵

　確認や検索ができると、滞在時間が短くて済む。

施設整備関係

◆抗菌、除菌

◆図書館自体の施設設備が古い。もっと明るくしてほしい

◆土足で入れるようにして、子どものスペースだけ靴をぬぐ形になればよい

◆ＡＴＭの様に借りた本を自動で記録してもらえる読書通帳と記帳出来る機械（道内の他の市町

　村で設置されて子どもたちが喜んでいるニュースを見た）

◆子ども用の図書カード・スタンプ等、子ども自身が借りるシステム

◆室蘭のきらんのような本の充実(雑誌等も)やゆっくりゆったり過ごせる空間があるともっと人

　が集まると思う

◆図書の並べ方（出版社ごとでは探しにくい）

　・作者ごとに並んでいる方が探しやすいのでは

　・本のタイトルの五十音順にしてほしい

◆テーマに沿った図書をコーナーを設けて紹介する

　・年齢別のおすすめの本のコーナー

　・季節の本のコーナーの充実（表紙を見せる飾り方やレイアウト）→よく子どもが手にとって

　　いるので、これからもお願いしたい

　・キャラクター絵本を分かりやすく配置

　・年齢や興味別の配置。また、その案内図があると良い

◆オススメの本の紹介

◆絵本に出てくるキャラクターを折り紙で作ったり、掲示すればその本を好きになると思う

合 計

読み聞かせを始めたり、続けたりするためには図書館などで、どんなサービスがあると良いで
すか？（複数回答可）

図書の並べ方（絵本を探しやすく、手に取りやすくするための環境づくり）

　最も多いのは「ブックスタート事業等の内容の充実」で、次に僅差で「年齢に応じた絵本選び
のアドバイス」を希望される方が多くなっています。
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子ども用スペース

◆今のような作りだと、ものすごく静かにしなければならない空気が子ども連れにはつらいこと

　がある

◆子どもが騒いだら他の人迷惑なりそうなので、行きたいけどなかなか行けない

◆子どもが多少騒いでも気にならない環境、例えばキッズコーナーなどがあると行きやすい。子

　どもスペースが防音されていたり、個室だと良い

◆絵本を探しながら読み聞かせができるので、絵本の隣とかに子ども専用の読み聞かせをするス

　ペースがあると良い

イベントなど

◆パネルシアターをしてほしい

◆共働き家庭向けにイベントを土曜日や日曜、祝日に開催してほしい

◆イベントを午前中に開催してほしい

◆幼稚園児は、季節のイベント（七夕、ハロウィン、クリスマスなど）は平日の日中よりも夏・

　冬休みが参加しやすい

◆「絵本の巡回サービス」のようなものがあると色々な本に触れられると思う。特に、保育所に

　通っている子どもは、保育所で過ごす時間が長く、保育所の本をほぼ読んでしまう子（本が好

　きな）が多いようなので、本に触れる機会が増えるといいと思う

◆公園などで出張図書館

◆男の子なので、図書館で静かにすることはできず行きづらいので、昔の紙芝居みたいに、外で

　おやつを食べながら見れたら楽しいかなと思う

◆インターネットで読みきかせの配信

◆ユーチューブのようにネット配信

◆出張読みきかせ会を、夏は野外（公園等）で開催したり、支援センターとかで行う

◆少人数制で、聞いている子、一人一人に話しかけたり、質問したりする関わり方ができる読み

　聞かせ会。以前子どもが飽きてしまって逃げだそうとしたが、クイズっぽかったり、自分に関

　係があると思うと、話を聞いていたため

【周知方法】

◆イベント開催日を保育園や買物するお店等に貼り、開催日を教えてほしい。もっと行事をアピ

　ールしてほしい

◆「子どもたちが声に出して絵本を読んでも良い日」とかがあると良い

【その他】

◆親子で図書館に行きたいと思わせる図書館になってほしい

◆兄弟で楽しめるようになってほしい

◆図書館に連れて行きたいという気持ちはあるが、行ったことがないのでルールもわからないし、

　静かにできるかどうか心配。行くにはハードルが高い場所になっているので、何かきっかけが

　あると良い

◆図書館に通うことで、特典がつくと良い。例えば、乳幼児健診などの時に、読み聞かせ会を一

　緒に行うなど

◆保育所（園）・幼稚園・小学校・中学校など集団でも図書館を利用する取り組みをした方が大

　人になっても利用してくれる人が多くなるのでは？例えば、大人になった時に自分の子どもに

　も利用してほしいと思うなど
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◆友達から小さな頃に本をよく読んであげたり、本が好きだったせいか、その子が中学生になっ

　たら、結構、勉強ができるようになった（文章を読み、理解する力がある）と聞き、自分の子

　どもにも積極的に絵本を生活に取り入れるようになった

◆年齢にあった絵本を小学校入学前まで毎年プレゼントとしてくれると良い。また、その際、読

　み聞かせもあると良い

◆読み聞かせ会に一度行ったが、よく言えばアットホームなのでしょうが、初めて参加するには

　少しハードルが高かった

◆読み聞かせに行った時、厳しく注意され、以降足がむかない。くる子どもを選ばず受け入れて

　ほしい

◆図書館に本だけを借りに行くのは面倒だが、キッズルームがあって遊ばせたついでに本を借り

　られたら良い

◆静かにしてねと言ってもたくさんの本に囲まれテンションが上がってしまう子ども達。放置し

　てるわけではないが、毎回注意されるので辛い。（公園で遊ぶような大声ではないし、子ども

　なりに静かにしようとする姿勢はある）
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伊達市立図書館の現状（令和元年度） 資料４

1 蔵書状況

一般書 児童書 計 一般書 児童書 計 一般書 児童書 計
0 総記 2,090 180 2,270 36 36 72 2,126 216 2,342
1 哲学 1,829 172 2,001 104 27 131 1,933 199 2,132
2 歴史地理 6,804 1,130 7,934 534 190 724 7,338 1,320 8,658
3 社会科学 6,681 841 7,522 343 223 566 7,024 1,064 8,088
4 自然科学 3,974 1,692 5,666 297 297 594 4,271 1,989 6,260
5 技術工学 5,480 799 6,279 649 100 749 6,129 899 7,028
6 産業 1,648 410 2,058 217 56 273 1,865 466 2,331
7 芸術体育 7,127 1,103 8,230 574 174 748 7,701 1,277 8,978
8 言語 870 270 1,140 76 65 141 946 335 1,281
9 文学 32,893 11,106 43,999 2,595 1,738 4,333 35,488 12,844 48,332

Ｅ 絵本 13,130 13,130 1,845 1,845 0 14,975 14,975
Ｃ コミック 1,085 1,085 31 31 0 1,116 1,116
Ｐ 紙芝居 653 653 103 103 0 756 756

郷土資料 5,788 5,788 135 135 5,923 0 5,923
75,184 32,571 107,755 5,560 4,885 10,445 80,744 37,456 118,200

内訳 31.69%
児童書蔵書内訳

2 貸出状況

一般書 児童書 計 一般書 児童書 計 一般書 児童書 計
0 総記 579 326 905 3 0 3 582 326 908
1 哲学 1,934 451 2,385 7 2 9 1,941 453 2,394
2 歴史地理 3,768 1,744 5,512 8 11 19 3,776 1,755 5,531
3 社会科学 4,144 851 4,995 7 4 11 4,151 855 5,006
4 自然科学 3,448 2,612 6,060 10 28 38 3,458 2,640 6,098
5 技術工学 10,656 1,028 11,684 41 3 44 10,697 1,031 11,728
6 産業 1,619 381 2,000 10 0 10 1,629 381 2,010
7 芸術体育 4,360 1,940 6,300 12 1 13 4,372 1,941 6,313
8 言語 397 306 703 0 7 7 397 313 710
9 文学 44,577 12,611 57,188 225 30 255 44,802 12,641 57,443

Ｅ 絵本 25,408 25,408 62 62 0 25,470 25,470
Ｃ コミック 4,267 4,267 1 1 0 4,268 4,268
Ｐ 紙芝居 641 641 0 0 0 641 641

雑誌 4,862 4,862 0 0 0 4,862
郷土資料 23 23 0 0 23 0 23

80,367 52,566 132,933 323 149 472 75,828 52,715 133,405
内訳 39.52%

児童書の貸出

分野
伊達本館 大滝分室 合計

合 計

分野
伊達本館 大滝分室 合計

合 計
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0.00%

36



3 月別利用状況

本館 分室 計 比率 本館 分室 計 比率 本館 分室 計 本館 分室 計

4 23 688 9 697 17.93% 129 0 129 3.32% 3,044 17 3,061 3,861 26 3,887

5 21 463 2 465 14.23% 245 0 245 7.50% 2,535 23 2,558 3,243 25 3,268

6 20 577 1 578 16.99% 177 0 177 5.20% 2,635 12 2,647 3,389 13 3,402

7 24 923 2 925 22.40% 128 0 128 3.10% 3,065 12 3,077 4,116 14 4,130

8 24 904 10 914 21.85% 294 0 294 7.03% 2,966 10 2,976 4,164 20 4,184

9 22 470 6 476 13.86% 209 0 209 6.08% 2,746 4 2,750 3,425 10 3,435

10 24 629 5 634 16.89% 152 0 152 4.05% 2,955 12 2,967 3,736 17 3,753

11 24 668 7 675 17.00% 272 0 272 6.85% 3,012 12 3,024 3,952 19 3,971

12 24 562 5 567 15.58% 200 0 200 5.49% 2,864 9 2,873 3,626 14 3,640

1 20 526 6 532 15.55% 229 0 229 6.69% 2,645 15 2,660 3,400 21 3,421

2 20 578 4 582 15.45% 283 0 283 7.51% 2,894 9 2,903 3,755 13 3,768

3 0 0 0 0 - 0 0 0 - 0 0 0 0 0 0

計 246 6,988 57 7,045 17.24% 2,318 0 2,318 5.67% 31,361 135 31,496 40,667 192 40,859

4 伊達市立図書館における主な子ども向け行事

【絵本の読み聞かせ会】 毎月第２・第４水曜日

【おはなし会】 毎月第１土曜日

【子ども映画会】 毎月第３土曜日

【春の読書週間】 「こどもの読書週間」期間

【七夕飾り】 ７月７日前後の土曜日～８月７日

【みんなのオススメ本ＰＯＰコンテスト】 ６月募集（１２月表彰式）

【秋の読書週間】 「秋の読書週間」期間

【小学校図書巡回事業】 ６月下旬～翌年３月中旬

【ブックスタート事業】 １歳児対象　偶数月第２月曜日

【ブックスタート・ステップ事業】 ２歳児対象　年３回（７、１０，２月）

【研修生受入事業】 随時受入（中学生・高校生）

月
開館
日数

利用者数（人）

幼児・小学生 中・高校生 成人 利用者合計
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